
Fig.1 電圧印加前(青)、電圧印加後(赤)における、
[10]CPP-I の、A:ヨウ素 L1端 XANES スペクトル、
B:ラマンスペクトル、C:｢10｣CPP 内に生成したポ
リヨウ素チェーンのモデル図 
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1．背景と研究目的 

 シクロパラフェニレン(CPP)は複数のベンゼン環がパラ位でつながった環状分子であり、カーボンナ

ノリングとも呼ばれる。径の異なる CPP、および、様々な官能基が導入された CPP を選択的に合成す

ることができ、新たなナノカーボン物質として注目されている。CPP は本質的に中空をもつ構造であり、

その空間に他の化学種を取り込めることに我々は着目し、多孔性材料としての応用展開を試みている。 

 我々は、[10]CPP にヨウ素を導入した試料が、電圧印加によって電気伝導性および白色発光を示すよ

うになることを見出している。これらの特性は[10]CPP および、ヨウ素それぞれの電子状態に強く依存

していると考えられる。そこで、本研究では、[10]CPP 中のヨウ素の電荷状態を、X 線吸収端近傍スペ

クトル（XANES）により明らかにすることを目的とした。 

 

2．実験内容 

本測定に用いたサンプル、[10]CPP とヨウ素の複合体は、[10]CPP とヨウ素をクロロホルム中で混合

することによって得た。以後、[10]CPP-I と表記する。[10]CPP-I は単結晶構造が既に得られており、

中性の I2分子が[10]CPP 細孔中に配列している。この[10]CPP-I をペレット化したものに真鍮電極を接

触させ、500 mV の電圧を 3 時間印加した。電圧印加前後の[10]CPP-I サンプルについて、ヨウ素 L1端

XANES スペクトル（4900-5400 eV）を測定した。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1A に電圧印加前後の[10]CPP-I サンプ

ルについて、ヨウ素 L1 端 XANES スペクトル

を示す。電圧印加前の 5187 eV のピークは中の

ヨウ素原子 2s→5p 軌道遷移に対応する吸収で

あり、この状態ではヨウ素は中性 I2分子として

存在することを示唆する。電圧印加後は 5187 

eV ピークは減少し、5194 eV に新たなピークが

現れ、アニオン性のヨウ素が存在することを示

唆する。ラマン分光測定(Fig.1B)などの結果と

合わせると、電圧印加により、[10]CPP-I の細

孔内にポリヨウ素アニオンのチェーン構造が生

じていると考えられる(Fig.1C)。 
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